




要約:川崎病ガンマグロブリン療法の有効性が認められてほぼ標準的な治療法になってき

た。今までガンマグロブリン療法を受けた小児は多いが、はっきりした投与直後以外の副

反応は知られていない。しかし川崎病のガンマグロブリン療法後に麻疹予防接種を受けた

もののなかで充分な麻疹抗体獲得をしていないものがあることが判明したので、ガンマグ

ロブリン療法後の移行麻疹抗体価の推移などから麻疹予防接種の最適時期などを検討する

ための研究に着手した。 


